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　9月10日（土）～9月11日（日）、宮城県気仙沼へ行ってきました。
前日金曜日の夕方４時、大阪駅から大学生5人を含むスタッフ４０数
名とバスで出発、翌朝９時半に到着、実に１７時間のバスの旅です。
東日本大震災の被災者を医療と食事、メンタルケアの３つの要素で
支援していこうと、関西の専門家らでボランティア団体「医・食・心　
ワンピース実行委員会」を立ち上げ、医師や炊き出し隊のほか、人間の心を癒やすために訓練された「セラピー犬」などと共に現地に向かいました。
　阪神淡路大震災で４０数回、計２万食を提供した経験から、今回のメニューは≪卵入り野菜たっぷりスープ餃子≫です。到着早々、大きな鉄鍋で湯を沸
かし、具材を切り入れ、スープの素と塩、醤油、酒、ごま油で味付けし、食中毒防止に「皮つき生姜のすりおろし」をたっぷりと入れ、卵と餃子を入れて程さん

のスープ餃子が完成！　私たちがお渡しするスープ餃子を受け取る避難所と仮設住宅１７００人の
人々の「ありがとう」の言葉に胸がキュンと熱くなりました。
　文章にするとスムースに進んだようですが、多くのトラブルと問題を残して反省をしてい
る矢先、美味なサンマ３０尾と「気仙沼を忘れないで」のメッセージが届き、ボランティア
の意義深さを学びました。
来春再び気仙沼で私の料理をお渡ししようと思います。

　“チャリティ　架け橋コンサートvol.1”と題して催された宮本フォスター
あき子さん（茨高35期）のコンサート。ご友人の風間友香子さんが友情
出演して下さった美しく温かいコンサートになりました。また、ピアニストの
青山洋子さんが美しく、やさしい音でお二人の声に寄り沿ってくださいました。
　この度のコンサートでは、冒頭でも述べましたように、３月に東日本を
襲った大震災、大津波、原発の事故、その被災地の復興への切なる思
いを込め、少しでも支援の手伝いが叶うならばという願いから計画された
ものでした。
　そういう意味からも、この度のコン
サートでとりあげられたモーツァルト、
シューベルトのよく知られた歌曲、そし
て第２部で歌われた日本の童謡、秋
の空からの美しい日本語の歌の数々

は心に染みるものでした。
　彼女の声は高音になればなる程美しく澄んで響
き、透明に輝いてゆきます。ソプラノの声の中でも超高
音、また、超絶技巧を駆使するコロラトゥーラソプラノと呼ば

れる声質です。美しいドイツ語の発音と
声に一層の磨きをかけられたものでした。
　これからのますますの努力と精進、成長に期待
が膨らむ思いが致します。

程  一彦　（中４期）

連携の

力チャリティ架け橋コンサート架け橋コンサート
元教諭　池内 光宏

9月29日（木）  川西市みつなかホール
架け橋コンサートで集まった義援金は
陸前高田市へ送られました。

川原 俊明 小71・中高14期 渕端  猛 小59期 渕端 弘子 大中高30期

桂  知伸 小91期・大中高34期
寳來 扶佐子 小77・大中高20期
寶来 郁子 小79・大中高22期
寶來 順子 大中高25期 行田 貞生 小68・中高11期

ウィーン在住ソプラノ歌手  宮本フォスターあき子

東北の皆様の復興を心よりお祈りいたします

88号の広告掲載料は一部を義援金とさせていただいております。


